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組織内検討資料   

赤祖父ゆみ 
 

 

                                      

                       

  

 

               

 うららかな春の陽気となりました。 

皆さんはいかがお過ごしでしょうか？ 

就職・転勤でお世話になった人、友人と別れ、4月

から新年度がスタートしました。新しい出会いが始

まり新しい自分探しのはじまりですね。焦らずに一

歩ずつ地道に進んでいきましょう！ 

毎日の努力は必ず報われると私は信じています。 

3 月議会が無事おわりました。今議会は、小学校の耐震や、新しい給食センター、火葬場の建

設準備など、積極的に新市まちづくりに必要な大型ハード事業が予算化されました。合併特例債

を活用しての予算となりますので、計画的に身の丈に合った起債をしていかなくてはなりません。

今後ますます高齢化が進む状況のなか、扶助費の増大は喫緊の課題です。行政改革を進め、無駄

を省きながら、必要なところに予算がとれるよう配慮していかなくてはなりません。 

 あの痛ましい震災から 1年が過ぎました。私達は大きな代償の中から多くの事を学びました。 

すべて無くなりゼロからのスタートです。自分に出来る事はまず自分で実践する事が求められて

います。便利になり過ぎた現代社会で、本当に必要なのか？家の中の物の整理をしながら自分を

見つめ直す事も必要ですね。 

放射能汚染の瓦礫処理が問題となっています。市も受け入れるだけの収容力がなければ不可能

な話ですが、放射能に関して言えば、我が国は第二次世界大戦時には、広島と長崎に原爆が落と

されましたが、現在みごとに復興を遂げ、草木もはえ、人も元気に生きています。「瓦礫を厄介

物として拒否するのではなく、今こそ、その痛みを分かち合うことも必要ではないか。」と私に

教えて下さった方がおられました、私もその通りだと思います。しかしながら、もうこれ以上、

核廃棄物を作り出すわけにはいきません。それに変わる自然エネルギーへの転換が急がれます。

国では、政党同士の足の引っ張り合いばかりで、なぜ国民の方を向いて政治が動かないのか、腹

立たしい気持ちで一杯です。このままでは、いつまでたっても前に進みません。とても残念です。 

湖南市の財政は破たんしないよう、しっかりチェックをし、提案をしていきます。これからも、

市民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。      赤祖父ゆみ 
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一般会計 175億2000万円（前年対比1.2％） 

特別会計 108億3715万円（前年対比8.5％） 

企業会計  19億3434万円（前年対比10.4％） 

      302 億 9149 万円（前年対比 4.2％） 

歳入 
市税は企業収益の回復を受け、法人分は
13.6％の増となり、総額 82 億 2494 万円。
全体の 47.0％を占めています。 
地方交付税は合併特例事業による起債償
還の増などで、2億 3000 万円（14.9％）の
増。 
繰越金は財政調整基金を取崩したことに
より、1億 8716 万円（83.6％）の増 
市債は合併関連事業の推進により、合併特
例債は 7億 9540 万円計上し、5億 170 万円
（170.8％）の増。市債全体として 23 億
6710 万円を発行しており、4 億 8340 万円
（25.7％）の増となっています。133 億の
合併特例債可能額の内、85 億 7000 万円す
でに発行し残りは 47 億円余りとなってい
ます。平成 24 年度末の市債残高は 236 億
円の見込みで、市債の計画的な借入や償還
に一層の留意が必要です。 
 
歳出 
人件費は 7170 万円（2.1％）の減。しかし
ながら、臨時職員の人数は 410 名で、物件
費として増えています。 
議会費は議員年金の廃止により、市議会議
員共済会負担金が減少したことにより、
1261 万円の減。 
民生費では、子ども手当の制度改正や介護
施設開設準備経費補助金の減はあります
が、生活保護費の大幅な増、また、平松保
育園建替事業など、1億 6002 万円（2.8％）
の増。 
衛生費では、公立甲賀病院建設に伴う負担
金の増および火葬場の施設整備に伴う経
費の増により 2 億 1742 万円（14.8％）の
増。 
消防費は防災倉庫の非常食備蓄事業など
の増加により、1896 万円の増。 
教育費では、給食センター施設整備事業お
よび石部小学校施設整備事業などの増加 
 

３月定例議会 

平成 24 年度一般会計予算 

により、1億 3574 万円（6.8％）の増。 
公債費は合併関連事業の償還対象の増加に
より、2179 万円の増。 
繰出金は公共下水道特別会計などへの繰出
金増加に伴い、1億 3434 万円（9.6％）の増。 
 
主な事業 
JR甲西駅バリアフリー化      1100万円 
火葬場施設整備事業  1 億 1359 万 5000 円 
コミュニティーバス運行事業 8671 万 2000 円 
石部駅周辺まちづくり事業    650 万円 
地域防災計画改定事業     1000 万円 
防災士育成事業         305 万円 
石部南学童保育所屋根改修 307 万 4000 円 
平松保育園施設整備事業 4 億 6429 万 2000 円 
子宮頸がん等ワクチン接種委託 6847 万 5000 円 
石部小学校施設整備事業   4088 万 4000 円 
日本語初期指導教室事業   678 万 6000 円 
菩提寺コミセン整備事業  9110 万 8000 円 
 
 
 
国民健康保険特別会計は予算額を 46 億
9061 万 4000 円で、2 億 837 万 4000 円の大
きな増額予算となりました。12 月議会で可
決された 2.2％さらに引き上げた税率で見
込んでいますが、リーマンショックの影響
もあり所得が下がり、思ったより税収が上
がりませんでした。医療費分の保険給付費
は全体の 66％を見込んでいます。病気にな
らないための早期発見、早期治療が求めら
れ、医療費の伸びに対する調査研究が課題
です。 
国民健康保険診療所特別会計はその予算額
を 5 億 6176 万 1000 円とし、ほぼ同額予算
となっています。財源の内訳は一般会計繰
入金 6300 万円、財政調整基金の取崩しが
500 万円です。基金残高は 2600 万円です。 
新しく小児科医が来られます。医師確保が
重要な課題です。 
訪問看護ステーション事業特別会計は当初
予算額 5198 万 5000 円で、450 万 7000 円の
増額予算です。利用者増に見合った予算で、
77 人、385 回を基本に計算しています。正
規職員 1 名も増としました。看護士につい
ても、なかなか見つからないのが現状で、
今後自宅での医療、看護が必要としており、
更なる拡充におおいに期待をしているとこ
ろです。 
 

平成 24 年度特別会計予算 
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第 5 期（平成 24 年～26 年）における介護 
保険料が改正となりました。今回の値上の
ポイント 
○ 低所得者の方々への配慮として、保険料
段階を 11 段階と細かく設定しました。 

○ 保険料は 4045 円が 4994 円となります。 
介護給付費基準基金を 2000 万円取り崩
し、また財政安定化基金を取り崩し、県
から国へ 1436 万 4000 円を繰入、保険料
上昇の抑制にあてました。今回の値上げ
の要因は、認定者の増加に伴う給付費の
増です。 

○ 第１号保険料（65 歳以上）の負担割合
が第4期は20％でしたが、第5期は21％
となりました。 

○ 国からの調整交付金が5％に見込みであ
ったのが、高齢化率や所得など国の試算
により、0.11％の見込みとなり、減った
分は第 1号保険料にかかってきます。 

○ 施設整備の充実によって、サービス料が
増加しました。 

介護保険特別会計は、平成 24 年度予算額は
24 億 9874 万 2000 円で、昨年に比べ、3 億
6483 万 3000 円の大きな増額予算です。そ
の理由としては、第 1 号被保険者保険料が
昨年より 1 億 4250 万 2000 円の増で見込ま
れており、4994 円の保険料で 9934 人を見
積もっています。今後ますます認定者は増
えサービスの増加が予測され、重症化防止
対策、予防施策が重要です。24 時間対応の
地域包括ケアシステムの早期確立が必要で
そのためには、地域包括支援センターの拡
充強化が求められます。 
・・・・・・・以上のような審議を終え、
すべての議案が可決されました。 

 

 

 

 

問 超高齢化社会を迎えるにあたって、高
齢者が要介護状態となっても可能な限
り住み慣れた地域で安心して暮らせる
「介護、予防、医療、生活支援、住ま
い」の地域包括ケアの考え方が重要と
思います。湖南市の考え方や施策は。 

    

湖南市介護保険条例の一部改正 

地域包括支援センターの拡充強化について！ 

一般質問 

答 地域包括ケアシステムは大変重要と
考えています。そのシステムの中心は
地域包括支援センターであり、その充
実を考えています。特に、介護予防、
医療との連携は重要な課題です。 

 
問 地域医師会との連携は。 
答 予防の意味も含め、主治医を持つこと

の大切さを再度啓発し、そのためにも
地域の医療機関と連携を図っていきま
す。その中でもキ―となるのが、訪問
看護の体制整備と考えています。 

 
問 地域包括センターの現状と今後の考

え方は。 
答 相談件数は月平均で平成21年度は107

件、22 年度は 235 件、23 年度は 282
件となっており、年々増加し、その相
談件数も複雑となっています。地域包
括ケアシステムを構築していくうえで 

  現在の地域包括支援センター１か所の
状況では日々の対応は難しいと考えま
す。2か所または、1か所での職員体制
強化は必要と考えます。 

 
 
問 超高齢化社会を迎え、一人世帯が増え

てくる中、移動手段であるコミュニテ
ィーバス運行事業は大変重要です。現
在約 7000 万円の赤字で一般会計から
補てんをされ運行していますが、もっ
と利用者を増やすため、和歌山県貴志
川線「たま電車」のように、観光など
に視点を変えた発想で、こにゃん市に
ちなみ、デコレーションした「ねこバ
ス」にしてはどうでしょうか？また、
市民と一緒に考える機会は今後も必要
と考えますが見解を伺います。 

答 御提案をいただきました。新年度に特
色を出した取り組みを考えていきま
す。また、今後もより良いものにして
いくために、行政とバス事業者と市民
の皆さんとで、行動を呼び起こすよう
な議論を「市民会議」の中で深めてい
きたいと考えています。各地域での支
え合いによって、交通弱者の移動支援
をしていくような取り組みなどが今後
必要かと考えています。また違った視
点からの議論を期待します。 

   
   

コミュニティーバスの利用促進施策について 
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サントリーの工場見学＆ 
   湯の花温泉で昼食とのんびり温泉 
 
日時：５月１３日（日） 
出発：８時３０分（湖南市各地） 
昼食：湯の花温泉「松園荘 保津川亭」 
旅費：７８００円 
 
申し込み方法 
ＦＡＸ番号 77－5437 にて、住所、氏名、
電話番号を明記の上お申し込み下さい。 
こちらから折り返しご連絡いたします。 
締め切りは、4月末日までとさせていただ
きます。 
皆さんとお会い出来ます事を楽しみにし
ています。（*^_^*） 

 

 

 

 
以前は、私独自で報告会を開催していま

したが、参加者が少ない事から、この報告
書作成と、ホームページ作成に現在はさせ
て頂いています。この度、湖南市議会主催
で、区長さんにもご協力頂きながら、４つ
の中学校区にて、全議員による議会報告会
を開催する運びとなりました。６月議会に
は議会基本条例を議員提案で提出を予定
していますが、その前段階として、試行的
に報告会を開催させていただきます。 
常任委員会ごとに解り易く説明をしま

す。また、報告の後、意見交換会もありま
すので、湖南市のまちづくりについてのご
意見をお聞かせ下さい 

お待ちしています。 
 

 

５月１０日（木）菩提寺まちづくりセンター 

  １１日（金）石部まちづくりセンター 

  １７日（木）三雲ふれあいセンター 

  １８日（金）サンヒルズ甲西 

 

   いずれも午後 7：00～9：00 

ガーベラ会主催  
  日帰りバス旅行のご案内！ 

議会報告会のご案内！ 

 

12～13 日 市町村議会議員セミナー 

  14 日 奥村衆議院議員、谷県会議員合同新年会 

  16 日 自治労滋賀県本部団結旗開き 

  18 日 市議会議長会研修 

  23 日 福祉教育常任委員会・連合甲賀区旗開き 

  24 日 防災と支え合い学習会 

  25 日 議会改革特別委員会・第１分科会 

  26 日 産業建設常任委員会傍聴 

  29 日 林久美子新年のつどい司会 

30～31 日 福祉教育常任委員会研修（広島県） 

 

   3 日 石部南まちづくり協議会研修（佐用町） 

   6 日 福祉教育常任委員会 

   8 日 音楽・リズム発表会（ひかり幼稚園） 

9～10 日  民主党近畿ブロック地方自治体議員研修 

  11 日 日本語スピーチコンテスト 

  12 日 青少年指導支援の会 

  15 日 石部南小学校サークル活動 

  19 日 早春コンサート出演 

  22 日  栗東・湖南広域行政研修会 

  25 日 緑の分権改革フォーラム 

28～26 日 3 月定例議会 

 

   1 日 防災かまどベンチ作成 

   2 日 石部南団地竣工式 

   3 日 特別養護老人ホームみやのもり 

   4 日 社会保障、税一体改革勉強会 

   5 日 ハローワークサテライトの開所式 

   17 日 脱エネルギーの地産地消学習会 
   18 日 甲西ジュニアバンド 10 周年記念演奏会 

   24 日 国際協会ボランティア研修会 

   29 日 公立甲賀病院組合議会 

  

   1 日 川端達夫衆議院議員 25 年表彰祝賀会 

   9 日 石部南小学校・石部中学校入学式 

 

 

 

 

 

1/15  鬼走りの義        1/22  D∸1 グランプリ 

 

 

 

 

 

 

3/9  甲賀看護学校卒業式     4/6  山中選手 初防衛 
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２月 

 

３月 

 

４月 

 


